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波形の類似性を考慮した大規模月地震データの可視化システムの実装
An implementation of a visualization system for large scale moonquake data considering
waveform similarity
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1969-1977の 7年半の間，NASAのアポロミッションで月面に設置された地震計での連続観測により膨大な量の月地震
データが取得された．これまでの月地震データの解析より，月深部およそ 700-1200kmで起こる深発月震は同一の震源か
ら周期的に発生する事が明らかにされており，(e.g., Lammlein, 1977)特に，同一震源から発生する深発月震間では高い波
形の類似性が見られている．(e.g., Nakamura,2003)この波形の類似性は震源を分類し，かつ月地震の発生原因を究明する
上での重要な情報となるので，現在に至るまで，人手による月地震の分類が進んでおり，特に長周期地震計で観測され
たデータの多くについては月地震の種類及び震源のラベル付けがされている．(Nakamura et al., 2008)
　しかし，膨大なサイズの月地震データ全てを人手によって分類することは困難である．コンピュータを用いて月地

震の分類を行う場合，正確な正解データが存在せず，データ自体も非常にノイズが大きいという特性を持っているため，
相互相関法などの分類手法を直接適用しても全ての月震データに対して必ずしも有益な結果を得る事ができるとは限ら
ない．
　そこで，本研究では，月地震データの分類研究を促進するため，波形の類似性を考慮した月地震データを可視化する

ためのWebシステムの実装を目指す．本システムでは，まず Self-Organizing Map (SOM)を用い，月地震データを 2次元
空間上へマッピングする事で波形の類似性の観点から可視化を行う．また，処理のバックエンドにHadoopを用いること
で，膨大な量のデータに対する SOMの処理に対応する．SOMは，ある設定した特徴量に注目して機械的に波形を分類
するので，様々な物理条件を反映させた分類結果を提示することが期待できる．Webインターフェイスを通して，SOM
の結果及び月地震データを提示することにより，多くの研究者がその評価結果を参照し，解析研究に反映させる事が可
能となる．本発表では、これまで実施した SOMによる月地震分類の結果とWebインターフェースの開発状況について
の報告を行う．
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